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要旨	 

	 
魅力とは何か。その認識はその国の文化と深く関わっている。外見、性格、感情、

経歴等、これらの要素はすべて男性が女性の目を引くために重要な役割を果たし

ている。この研究では、男性に対して女性はどんなところに引きつけられるか。

また、男性はどのような点に気を配り、お金をかけるのか。そして、男性の魅力

に対する認識が女性の魅力に対する認識とどのように相違しているかをアンケー

ト調査した。その結果、ほとんどの日本人は同じ価値観を共有しているのに対し、

アメリカ人は個人によって異なる価値観を持っているため、普段気にかけている

事はそれぞれ個人によって違う事が分かった。また、日本の女性は高所得、経歴

にこだわりがあることが分かった。 
	  
1.はじめに	 

	 アメリカの雑誌やテレビを見れば、色々なたくましい男性が必ずあらわれる。一

方、日本のメディアでは、細く、おしゃれな洋服を着る男性が表れる。これらの男性は

アメリカと日本の女性にとって魅力的なのか。また、男に対して身体的・ライフスタイ

ル・性格的・学経歴の特徴の中で、アメリカと日本の女性にとってどれが一番魅力的な

のか。ということを私が留学している時からずっと考えていた。この研究を通して、男

の魅力をもう少し深く掘り下げたい。	 

	 

2.研究の重要性	 

私がこの研究を行った理由は、日本に留学中、日本男性は洋服の着方や自己表現

などが、アメリカ男性とは異なっていることに気が付いたからである。また、これらの

違いはそれぞれの国で魅力に対する認識の違いを表しているのかもしれない。そして、

私は、身体的、精神的、または洋服や化粧などの表面的な要素の中から、どの要素が日

本やアメリカで異性を引き付けるために最も重要な役割をしているのかを明らかにした

いと思ったからである。	 	  
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3.研究質問	 

1. 日本とアメリカで、男性が女性の気をひくためにどこに気を配るか。 

2. 日本とアメリカで、女性は男性のどこに最も惹かれるのか。 

3. 日本とアメリカで、男性の魅力に対する認識が女性の魅力に対する認識とどのように

相違しているか。 

 

4.研究背景	 

「魅力」の科学、日本とアメリカでの自己表現の仕方、日本での「男性の魅力」、

集団主義文化と日本人男性の美容ケア、雑誌・広告上での男性、男性アイドル、以上の

点に着目する。まず始めに、Currie(2009)の「魅力」に関する研究では、「魅力」を認

識する上で顔が体よりも重要であるとしている。また、Gangestad(2005)は魅力におけ

る進化論について、腰の比率よりも大きな肩は魅力的であるし、高収入であることや、

社会的に良い地位についている男性も、子供を養うことができるため、魅力的であると

述べている。	 

次は、日本とアメリカの自己表現の仕方についてである。Yamagishi(2012)は自

身の研究で、一般的な人間が肯定的な観点で自分を見るときの傾向は世界共通ではない

と述べている。日本人は、自分自身を他者のニーズに合わせて行動する相互依存の存在

だと考えており、日本人男性は、他者を侮辱することを避けるために、控えめに振る舞

う傾向があるそうだ。一方のアメリカ人は、自分を肯定的に考え、他者に頼らず行動す

る独立した存在だと思っている。また、アメリカ人男性は自己評価中は自己高揚しがち

であると、同研究で述べられている。	 

	 	 日本での魅力的な男性の典型的な特徴は、背が高い、たくましい体、対称的な顔、

広い肩に引き締まったウエスト、自信家な性格などである。これらの特徴を持つ男性は、

日本で「肉食系」と呼ばれている。その一方で、Engelhart によると「草食系」と呼ば

れる男性たちが日本で新たに現れたそうだ。この「草食系」という言葉は 2007 年に作

家の深澤真紀さんによって作られた造語で、近年増加している、より“女性的”な男性

という意味を表している。最近の研究では、20～34 歳の日本人男性の 60％がこのカテ

ゴリーに当てはまるということが明らかにされた。	 
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	 	 ここで、肉食系男子と草食系男子を比較してみる。肉食系男子の特徴は、色黒の

肌、たくましい、明るい髪色、つんつんとがった髪型、性に対して積極的、強い・また

は競争的、スーツや革製の洋服を好む、などである。草食系男子の特徴としては、色白

の肌、細い、暗めの髪色、ナチュラルな髪型、性に対して無関心、母親との距離がちか

い、タイトな洋服や布製の服を好む、などが挙げられる。	 

	 	 次に、集団主義文化と日本人男性の美容ケアについて説明する。	 

Trandis(1988)の研究によると、日本はよく集団主義文化と表され、その文化では、個

人的な目標の重要性は社会での目標の重要性よりも低いことが明らかになった。	 

また、Kyodo(2012)の研究から、20 代、30 代の日本人男性は「イケメン」という言葉に

影響されているということが分かった。同研究で、大阪で働くパティシエ（34 歳）は

「もし自分の身なりがだらしなかったら、友達と遊びに行くときに彼らが自分といるこ

とで恥ずかしい思いをするかもしれない。また、私自身、お客さんに好印象を与えた

い。」と述べている。近年、他人の印象を気にして、美容ケア製品を使う男性は増加し

ている。特につめ、肌、髪の毛のケアに力を入れている男性が増えているそうだ。２０

１１年に行われた調査では、東京在住の日本人男性の中には、買い物の度に美容ケア製

品に約１万１千円使う人もいるという結果を示している。	 

	 	 では、男性は雑誌上ではどのように描かれているだろうか。アメリカでは、フィ

ットネス重視の雑誌に人気が集まっていて、誌面にはたくましい男性が掲載されている。

雑誌のコンセプトとしては、「より男らしくなるために」などというものが多い。一方

の日本は、ファッションを重視した雑誌の人気が高く、誌面には細めで現実的な男性が

掲載されている。雑誌の内容としては、季節ごとのファッショントレンドについて特集

されていることが多い。この傾向は集団主義の考え方からきていると思う。	 

次に広告上での男性の描かれ方について取り上げる。アメリカの広告では、たく

ましい男性と細い男性の両方が掲載されているが、日本の広告よりも「たくましさ」を

強調している。また、人ごみの中でどのように目立つか、というメッセージを表してい

るものが多い。日本の広告では、掲載されているほとんどの男性が細く、広告上では

「イケメン」という言葉を強調している。どのように人ごみと調和するか、というコン

セプトを表しているものが多い。	 
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	 	 次にアメリカと日本の男性アイドルを比較したいと思う。アメリカの男性アイド

ルの人気は、2000 年を境に減少している。彼らはアメリカの傾向である「男らしいフ

ァッション」をしている。日本での男性アイドルの人気は上昇しており、日本の傾向で

ある「イケメンファッション」を反映している。日本における男性アイドルの人気、ア

メリカでの男性アイドルの不人気は各社会の一致・不一致に対する傾向を表していると

考えられる。	 

	 	 

5.研究方法	 

この研究には日本人男子学生 19 名、女子学生 31 名、計 50 名の日本人学生と、

アメリカ人男子学生 20 名、女子学生 34 名、計 54 名のアメリカ人、全体で 104 名の大

学生に協力していただいた。英語でのアンケートと日本語でのアンケートを用意し、オ

ンラインで研究参加者にアンケートを受けてもらった。	 

	 

6.人口統計	 

	 

	 	 図 1 から分かるようにアメリカ人の所得階級は、低所得 31%、中所得 56%、高所

得 13%という結果であった。	 

	 

低所得	 
[パーセンテージ]	 

中所得	 
[パーセンテージ]	 

高所得	 
[パーセンテージ]	 

図1:アメリカ人所得階級	  

低所得	 
[パーセンテージ]	 

中所得	 
[パーセンテージ]	 

図2:日本人所得階級	  
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図 2から分かるように日本人は低所得が 16%、中所得 84%で、高所得と回答した

人はいなかった。	 

	 

アメリカ人の民族統計は、アジア人 22%、アフリカンアメリカン４％、白人 68%、

ヒスパニック 6%だった（図３参照）。	 

	 

日本の民族統計は 98%がアジア人で、残りの２％はその他と回答した（図４参

照）。	 

	 

	 

アジア人	 
[パーセンテージ]	 
アフリカンアメリ

カン	 
[パーセンテージ]	 

白人	 
[パーセンテージ]	 

ヒスパニック	 
[パーセンテージ]	 

図3:民族性－アメリカ人	  

アジア人	 
[パーセンテー

ジ]	 

その他	 
[パーセンテー

ジ]	 

図4:民族性－日本人	  
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ジ]	 

3－4時
間	 
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ジ]	 
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間	 
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ンテー
ジ]	 

図5:	  1日のTV鑑賞時間	  
（アメリカ人）	  

1時間未
満	 

[パーセ
ンテー
ジ]	 

1－2時
間	 

[パーセ
ンテー
ジ]	 

3－4時
間	 

[パーセ
ンテー
ジ]	 

図6:	  1日のTV鑑賞時間	  
(日本人）	  
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図 5,６から分かるようにアメリカ人•日本人ともに約半数の人々が 1時間未満、

30%は 1-2 時間、13-18%の人が 3-4 時間と回答した。	 

	 

図 7,8 から分かるように雑誌を読む比率を表していて、この結果から日本人の方

が 10%ほど多く雑誌を読むことが分かった。	 

	 

7.アンケート調査の結果	 

7.1.日本とアメリカで、男性が女性の気をひくためにどこに気を配るか。	 

	 

「どのくらい運動をしますか？」という質問について、図 9,10 から分かるよう

にアメリカ人男性のほうが日本人男性よりも運動を頻繁に行うということが分かった。	 

はい	 
[パーセ
ンテー
ジ]	 いいえ	 

[パー
セン
テー
ジ]	 

図7:	  雑誌を読む比率	  
（アメリカ人）	  

はい	 
[パーセ
ンテー
ジ]	 

いいえ	 
[パーセ
ンテー
ジ]	 

図8:	  雑誌を読む比率	  
（日本人）	  

毎日	 
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ジ]	 

1週間に
2.3回	 
[パーセ
ンテー
ジ]	 

1ヶ月に
1回	 

[パーセ
ンテー
ジ]	 

運動はし
ない	 

[パーセ
ンテー
ジ]	 

図9:	  どのくらい運動をしますか	  
アメリカ人男性	  

毎日	 
[パーセ
ンテー
ジ]	 

1週間に
2.3回	 
[パーセ
ンテー
ジ]	 

1週間に
1回	 

[パーセ
ンテー
ジ]	 

1ヶ月に
1回	 

[パーセ
ンテー
ジ]	 

運動はし
ない	 

[パーセ
ンテー
ジ]	 

図10:	  どのくらい運動をしますか	  
日本人男性	  
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図 11 は運動をする主な理由についての結果を示したものである。全体的に、ア

メリカ人男性と日本人男性の運動する理由は同じであることが分かった。しかし、日本

人男性はアメリカ人男性よりも娯楽のために運動をし、アメリカ人男性は減量のためや

体重維持のために運動を行うという違いが見られた。	 

	 	 

次は髪の毛のケアについて尋ねたアンケート結果である。アメリカ人男性も日本

人男性も、ほぼ同じ頻度でヘアサロンや美容室に通っていることが見てとれる（図 2参

照）。	 

0	   5	   10	   15	   20	   25	   30	  

減量のため・体重維持のため	 

健康のため	 

娯楽のため	 

筋肉をつけるため	 

ストレス解消のため	 

運動はしない	 

その他	 

図11:	  運動をする理由　（％）	 

日本人男性	 

アメリカ人男性	 

0	  

20	  

40	  

60	  

80	  

一ヶ月に一
回以上	 

一ヶ月に一
回	 

１年に数回	 １年に一回	 １年に一回
以下	 

図12:	  どのくらい美容院に行きますか？	  

アメリカ人男
性	 
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しかし、日本人男性はアメリカ人男性よりも、ヘアカットにお金を多く費やす傾

向があることが分かった（図 13 参照）	 

	 

	 

0	  
10	  
20	  
30	  
40	  
50	  

図13:	  1度に使うヘアカットの金額（＄）	 

アメリカ人男性	 

日本人男性	 

84%	  
86%	  
88%	  
90%	  
92%	  
94%	  
96%	  
98%	  
100%	  

スキンケア	 ヘアケア	 香水など	 入浴用品	 ひげ剃り	 

図14:	  生活用品に1ヶ月どのくらいお金を費やしますか	 ：アメリカ人
男性	  

１万円以上	 

７５００−１万円	 

５０００−７５００円	 

２５００−５０００円	 

２５００円以下	 

92%	  
93%	  
94%	  
95%	  
96%	  
97%	  
98%	  
99%	  
100%	  

スキンケア	 ヘアケア	 香水など	 入浴用品	 ひげ剃り	 

図15:	  生活用品に1ヶ月どのくらいお金を費やしますか	 ：日本人男性	  

１万円以上	 

７５００−１万円	 

５０００−７５００円	 

２５００−５０００円	 

２５００円以下	 
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図 14,15 から分かるようにアメリカ人男性が、香水や、ひげ剃りなど顔に使う製

品によりお金をかける一方で、日本人男性は髪の毛ケアの製品によりお金を費やす傾向

があるようである。	 

	 

	 

次は洋服についての質問に対するアンケート結果である。この結果から、日本人

男性は、アメリカ人男性よりも洋服にお金をかける傾向があり、洋服を買いに行く頻度

も高いことが明らかになった（図 16,17 参照）。	 

	 

	 

0	  

20	  

40	  

60	  

80	  

一ヶ月に一回
以上	 

一ヶ月に一回	 １年に数回	 １年に一回	 １年に一回以
下	 

図16:	  どのくらい洋服を買いますか？	 

アメリカ人男性	 

日本人男性	 

0	  
20	  
40	  
60	  
80	  

図17:	  1ヶ月に服に費やす金額（＄）	 

アメリカ人男性	 

日本人男性	 

0	   5	   10	   15	   20	   25	   30	   35	   40	  

大型デパート	 

チェーン店	 

ブランドショップ	 

Ｔシャツショップ	 

インターネット	 

その他	 

図18:	  洋服を買う時どのようなお店に行きますか？	 

日本人男性	 

アメリカ人男性	 
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図 18 から分かるように日本人男性はブランドショップで買い物をすることが多

く、アメリカ人男性は Tシャツショップや大型デパートなど、値段が手ごろな店で買い

物をすることが多いということが分かった。	 

	 

図 19 から分かるように日本人男性が金額とスタイルを重視する一方で、アメリ

カ人男性は快適さ、またスタイルを重要視しているようだ。	 

	 

0	   5	   10	   15	   20	   25	   30	   35	   40	  

スタイル	 

快適さ	 

独自性	 

金額	 

その他	 

図19:	  洋服を買う時に最も重要視することは何ですか	 ？	  

日本人男性	 

アメリカ人男性	 

筋肉がたくさんあることは魅力的である。	 

細い身体は魅力的である。	 

髭をはやしていることは魅力的である。	 

男性にとって、身体的に魅力的であることは重要

家事が出来ることは魅力的である。	 

良いファッションセンスを持っていることは魅力

身体的に強いことは魅力的である。	 

自己主張の強い性格は魅力的である。	 

楽器を演奏出来ることは魅力的である。	 

面白い趣味を持っていることは魅力的である。	 

子供が好きなことは魅力的である。	 

正直であることは魅力的である。	 

情熱的に行動することは魅力的である。	 

自信を持っていることは魅力的である。	 

笑いのセンスを持っていることは魅力的である。	 

図20:	  女性の目をひくという観点から、以下の項目にどの程度賛成しますか	  
アメリカ人男性	 	  

全くそう思わない	 思わない	 どちらでも言えない	 そう思う	 とてもそう思う	 
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	 	 図 20,21 から分かるようにアメリカ人男性と日本人男性の考えとして、笑いのセ

ンスを持っていること、自信を持っていること、また身体的に強いことは魅力的であり、

男性にとって、身体的に魅力的であることは重要であるという４つの点が、両国家間で

の共通点として挙げられる。反対に相違点としては、アメリカ人男性は、正直であるこ

と、自己主張の強い性格を持つこと、また、情熱的に行動することは魅力的であると、

日本人男性よりも強く考えている。	 

	 

自己主張の強い性格は魅力的である。	 

細い身体は魅力的である。	 

髭をはやしていることは魅力的である。	 

男性にとって、身体的に魅力的であることは重要

筋肉がたくさんあることは魅力的である。	 

身体的に強いことは魅力的である。	 

家事が出来ることは魅力的である。	 

楽器を演奏出来ることは魅力的である。	 

子供が好きなことは魅力的である。	 

正直であることは魅力的である。	 

情熱的に行動することは魅力的である。	 

良いファッションセンスを持っていることは魅力

面白い趣味を持っていることは魅力的である。	 

自信を持っていることは魅力的である。	 

笑いのセンスを持っていることは魅力的である。	 

図21:	  女性の目をひくという観点から、以下の項目にどの程度賛成しますか	 
日本人男性	 	 

	  

0%	  
20%	  
40%	  
60%	  
80%	  
100%	  

図22:	  パートナーの気を引く際に、以下の身体的な特徴がどのくらい重要
であるか評価してください。	 	  

アメリカ人男性	  

とても重要である	 

重要である	 

どちらでもない	 

重要でない	 

全く重要でない	 
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全体的に、日本人男性はアメリカ人男性が考えるよりも 20％程度多く、異性を

引き付ける際には、力強い、背が高い、肌がきれい、たくましい、ということが重要で

あると感じる傾向があることが分かった（図 22,23 参照）。	 
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図24:	  パートナーの気を引く際に、以下の身体的な特徴がどのくらい重要
であるか評価してください。	 	 
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図24:	  パートナーの気を引く際に、以下のライフスタイルの特徴がどのく
らい重要であるか評価してください。	 	  
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図 24,25 から分かることは３点ある。まず一つ目に、アメリカ人男性•日本人男

性も共に、健康的な食事、運動をすること、料理や家事ができることは女性を引き付け

ると考えていることである。二つ目は、両者共に、楽器を演奏する、香水をつけている

ことはそれほど重要だと思っていないこと。最後に、日本人男性はアメリカ人男性より

も、おしゃれな髪形や洋服などの外見に関わることは重要であると思っているというこ

とである。	 
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図25:	  パートナーの気を引く際に、以下のライフスタイルの特徴がどのく
らい重要であるか評価してください。	 	 
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図26:	  パートナーの気を引く際に、以下の性格的な特徴がどのくらい重要
であるか評価してください。	 	  

アメリカ人男性	  

とても重要である	 

重要である	 

どちらでもない	 

重要でない	 

全く重要でない	 
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全体的に、アメリカ人男性と日本人男性のランキングの順位は似ているというこ

とを発見した。しかし、アメリカ人男性は「とても重要である」を日本人男性よりも多

く選択している。また、日本人男性は「家族との関係が良い」を、アメリカ人男性より

も高く評価し、アメリカ人男性は「正直である」を、日本人男性よりも高く評価してい

るということが分かった（図 26,27 参照）。	 

	 

	 

図 28 から分かるようにアメリカ人男性も日本人男性も共に、高学歴であること

は女性にとって魅力的であると考えているということが見てとれる。	 

0%	  
20%	  
40%	  
60%	  
80%	  
100%	  

図27:	  パートナーの気を引く際に、以下の性格的な特徴がどのくらい重要
であるか評価してください。	 	 

日本人男性	  

とても重要である	 

重要である	 

どちらでもない	 

重要でない	 

全く重要でない	 

0%	  

20%	  

40%	  

60%	  

80%	  

100%	  

高収入である	 宗教に属してい
る	 

高学歴である	 社会的地位が高
い	 

図28:	  パートナーの気を引く際に、以下の経歴・学歴の特徴がどの程度
重要であるか評価してください。	 	  
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しかし、日本人男性は、社会的地位が高いこと、高収入であることをアメリカ人

男性よりも重視している。また、宗教に属していることは、どちらの文化においても女

性を引き付ける際に大事ではないと考えられている（図 29 参照）。	 

	 

7.2.日本とアメリカで、女性は男性のどこに最も惹かれるのか。	 

	 

0%	  
20%	  
40%	  
60%	  
80%	  
100%	  

宗教に属してい
る	 

高収入である	 社会的地位が高
い	 

高学歴である	 

図29:	  パートナーの気を引く際に、以下の経歴・学歴の特徴がどの程度
重要であるか評価してください。	 	 
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面白い趣味を持っていることは魅力的である。	 

子供が好きなことは魅力的である。	 

自信を持っていることは魅力的である。	 

正直であることは魅力的である。	 

情熱的に行動することは魅力的である。	 

笑いのセンスを持っていることは魅力的である。	 

図30:	  男性が女性の目をひくという観点から、以下の文章にどのくらい賛成し
ますか？	  	  
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全くそう思わない	 思わない	 どちらでも言えない	 そう思う	 とてもそう思う	 
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図 30 から分かるようにアメリカ人女性は、男性が笑いのセンスを持っているこ

とは魅力的であると考えており、また彼女たちにとって、男性が情熱的に行動すること

も魅力的に映るということが分かった。一方日本人女性は、男性が正直であることは魅

力的であると考えていて、彼女たちにとっては、男性が子供好きであること、また家事

が出来ることも魅力的であるということを発見した（図 31 参照）。アメリカ人女性•日

本人女性の共通点としては、どちらの文化も同じくらい、男性が自信を持っていること

は魅力的であると思っている点である。	 

	 	 	 アメリカ人女性は、男性がたくましいことは、一番魅力的でないと思っている

が、自己主張が強い性格であることは魅力的だと考えているようだ。また、男性が細い

体を持っていることは魅力の判断に左右しないという結果であった。日本人女性は、男

性の細い体は、一番魅力的でないと思っており、自己主張が強い性格には否定的な考え

を持っているようである。また、男性がたくましいことについては、中間的な意見を持

っていることが分かった。	 

髭をはやしていることは魅力的である。	 

自己主張の強い性格は魅力的である。	 

細い身体は魅力的である。	 

筋肉がたくさんあることは魅力的である。	 

男性にとって、身体的に魅力的であることは重要で

身体的に強いことは魅力的である。	 

楽器を演奏出来ることは魅力的である。	 

笑いのセンスを持っていることは魅力的である。	 

情熱的に行動することは魅力的である。	 

面白い趣味を持っていることは魅力的である。	 

良いファッションセンスを持っていることは魅力的

自信を持っていることは魅力的である。	 

家事が出来ることは魅力的である。	 

子供が好きなことは魅力的である。	 

正直であることは魅力的である。	 

図31:	  男性が女性の目をひくという観点から、以下の文章にどのくらい賛成し
ますか？	  	  
日本人女性	  
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図 32,33 から割るようにアメリカ人女性は、身体的な特徴については、どちらと

もいえない、もしくはあまり重要視していないという回答をした一方で、日本人女性は

はっきりと、背が高い、力強い、たくましい、肌がきれいなどの身体的な特徴は、魅力

的であると考えている。共通点として、両文化ともにピアスや入れ墨はあまり魅力的で

ないと思っていることが挙げられる。	 
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図32:	  男性が女性の気をひく際に、以下の身体的な特徴がどのくらい重要
であるか評価してください。	  
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図33:	  男性が女性の気をひく際に、以下の身体的な特徴がどのくらい重要で
あるか評価してください。	  
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図 34,35 から分かるようにアメリカ人女性、日本人女性ともに、男性が健康的な

食事をしていること、料理や家事が出来ることは重要であると考えていることが分かっ

た。また、日本人女性は、男性が運動をすること、おしゃれな服装や髪形をしているこ

とは、重要だと思っているようだ。	 
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図34:	  男性が女性の気をひく際に、以下のライフスタイルの特徴がどのく
らい重要であるか評価してください。	 アメリカ人女性	  
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図35:	  男性が女性の気をひく際に、以下のライフスタイルの特徴がどのく
らい重要であるか評価してください。	  	  
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アメリカも日本も共に、性格的な特徴は異性の関心を引く際にとても重要である

と思っていることが明らかになった（図 36,37 参照）。また、アメリカ人女性は、日本

人女性よりも、笑いのセンスを持っていることは重要であると考えていて、日本人女性

は、アメリカ人女性よりも、家族との関係が良いことは大事であると思っているようだ。	 
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図36:	  男性が女性の気をひく際に、以下の性格的な特徴がどのくらい重要で
あるか評価してください。	 	  
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図37:	  男性が女性の気をひく際に、以下の性格的な特徴がどのくらい重要で
あるか評価してください。	 	  

日本人女性	  

とても重要である	 

重要である	 

どちらでもない	 

重要でない	 

全く重要でない	 



スティーブン・シルバート	  
	  

20	  

	 

	 

図 38,39 からもわかるように、アメリカ人女性は、男性に高学歴であることを求

めているが、経歴自体はあまり重要視していないということが分かった。また、日本人

女性は、収入、社会地位、教育に関する経歴を重視しているということが分かった。	 

	 

7.3. 日本とアメリカで、男性の魅力に対する認識が女性の魅力に対する認識とどのように

相違しているか。 

表 1: どのように男性と女性の魅力に対する認識が一致するのか。  

特徴	 アメリカ人男性	 アメリカ人女性	 

身体	 1.	 背が高い	 

2.	 力強い	 

3.	 きれいな肌	 

4.	 細い	 	 

1.	 きれいな肌	 

2.	 背が高い	 

3.	 細い	 

4.	 髭が生えている	 
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図38:	  男性が女性の気をひく際に、以下の経歴に関する特徴がどのくらい重
要であるか評価してください。	 	  

アメリカ人女性	  

とても重要である	 

重要である	 

どちらでもない	 

重要でない	 

全く重要でない	 

0%	  

20%	  

40%	  

60%	  

80%	  

100%	  

宗教に属してい
る	 

高学歴である	 社会的地位が高
い	 

高収入である	 

図39:	  男性が女性の気をひく際に、以下の経歴に関する特徴がどのくらい重
要であるか評価してください。	 　	  
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5.	 たくましい	 5.	 力強い l	 

ライフスタ

イル	 

1.	 健康的な食事	 

2.	 運動をする	 

3.	 おしゃれな服装	 

4.	 料理が出来る	 

5.	 家事を行う	 

1.	 健康的な食事	 

2.	 料理が出来る	 

3.	 家事を行う	 

4.	 香水をつけている	 

5.	 おしゃれな服装	 

性格	 1.	 正直である	 

2.	 礼儀正しい	 

3.	 信頼できる	 

4.	 笑いのセンスがある	 

5.	 親切である	 

1.	 礼儀正しい	 

2.	 笑いのセンスがある	 

3.	 親切である	 

4.	 信頼できる	 

5.	 正直である	 

経歴	 1.	 高学歴である	 

2.	 高収入である	 

3.	 社会的地位が高い	 

4.	 宗教に属している	 

1.	 高学歴である	 

2.	 高収入である	 

3.	 宗教に属している	 

4.	 社会的地位が高い	 

	 

表 1 から分かるように全体的にランキング入りしている特徴は似ているが、アメ

リカ人男性が「たくましい」ことは魅力的であると考えている一方、アメリカ人女性は

それよりも「髭が生えていること」を魅力的だと思っているようである。またライフス

タイルに関しては、アメリカ人男性と女性で、「運動をする」「香水をつけている」と

いう認識の点で違いが表れた。	 

表 2:どのように男性と女性の魅力に対する認識が一致するのか。	 

特徴	 日本人男性	 日本人女性	 

身体	 1.	 たくましい	 

2.	 きれいな肌	 

3.	 背が高い	 

4.	 力強い	 

5.	 髭が生えている	 

1.	 背が高い	 

2.	 力強い	 

3.	 たくましい	 

4.	 きれいな肌	 

5.	 細い	 

ライフスタ

イル	 

1.	 料理が出来る	 

2.	 健康的な食事	 

3.	 家事を行う	 

4.	 運動をする	 

5.	 おしゃれな服装	 

1.	 健康的な食事	 

2.	 料理が出来る	 

3.	 家事を行う	 

4.	 運動をする	 

5.	 おしゃれな服装	 

性格	 1.	 信頼できる	 

2.	 親切である	 

1.	 信頼できる	 

2.	 礼儀正しい	 
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3.	 礼儀正しい	 

4.	 笑いのセンスがある	 

5.	 自信がある	 

3.	 親切である	 

4.	 正直である	 

5.	 子供好きである	 

経歴	 1.	 高学歴である	 

2.	 社会的地位が高い	 

3.	 高収入である	 

4.	 宗教に属している	 

1.	 高収入である	 

2.	 社会的地位が高い	 

3.	 高学歴である	 

4.	 宗教に属している	 

	 

表 2 から分かるように日本人男性は「髭が生えていること」を魅力的であると思

っているようだが、日本人女性はそれよりも「細い」ことを魅力的であると考えている

ことがこの結果から分かる。性格面の特徴に関しては、上位三つは順序も含め男女の回

答は酷似しているが、日本人男性は「笑いのセンスがあること」「自信があること」を、

日本人女性が考える「正直である」「子供好きである」ことよりも魅力的であると思っ

ているようだ。	 

	 

8.研究結果	 

8.1.研究質問１の結果として、	 

アメリカ人男性は、日本人男性よりも、男性の魅力には、性格的な特徴がより重

要であると考えている。日本人男性は、アメリカ人男性よりも、男性の魅力には、身体

的、ライフスタイル、また学歴・経歴に関する特徴がより大事であると思っている。ア

メリカ人男性は日本人男性より身体的な特徴を重視しないが、日本人男性より運動をす

る傾向がある。日本人男性は友達や家族などから影響を受けるが、アメリカ人男性はメ

ディアから影響される。	 

以上４つの傾向を発見することが出来た。	 

	 

8.2.研究課題２の結果から、	 

アメリカ人女性は、男性が女性の気をひく際、性格的な特徴が重要であると考え

ているのに対し、日本人女性は、身体的特徴、ライフスタイル、また社会・経済的な経

歴に関わる特徴をより重要視している。日本人女性は、男性に家族と良い関係を築く能

力を持っていることを望んでいる。一方、アメリカ人女性は、男性に強く自立した性格
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を持つことを期待している。というアメリカ人女性と日本人女性の「魅力に対する」認

識の違いを発見することが出来た。	 

	 

8.3.研究質問３の結果を通して、	 

魅力に対する認識の大きな差は、同じ国の男性・女性間よりも、アメリカと日本

の国家間に見られた。アメリカ人男性・女性は、日本人男性・女性よりも、魅力に対す

る特徴のランキング自体は似ていたが、各性別間でのランキング順序の違いは多く見ら

れた。日本人男性・女性は、アメリカ人男性・女性の結果よりも、お互いの魅力に対す

る認識は異なっていた。しかし、各性別間での、ランキング順序の違いはあまりなかっ

た。という３点に気づくことが出来た。	 

	 

9.まとめ	 

日本のメディアと比べると、アメリカでは、男性はよりたくましく描かれること

が多いが、アメリカ人女性は日本人女性よりも、男性がたくましくあることを重要視し

ていないこと。全体的に、男性の魅力を判断する際に、日本人男性や女性はアメリカ人

男性や女性よりも、外見、また経済的、社会的な経歴を重視している一方、アメリカ人

男性や女性は、性格的な特徴が最も大事であると考えていること。日本で「草食系男子」

の数が増加しているが、日本人女性はたくましい「肉食系男子」により惹かれる傾向が

あること。様々な回答が見られる個人主義のアメリカ、グループで回答が似ている集団

主義の日本、この研究の結果は上記の理論と一致してみえること。	 

以上の４点を結論づけることが出来ると思う。	 
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